資料２
令和８年６月２６日

令和８年度 県中・さ中、私学協会連絡協議会資料

埼玉県中学校長会
私立高等学校入試関係

Ⅰ　よかった点
１　学校説明会・生徒募集全般
〇説明会・見学会・体験会の開催回数が多く、生徒が早期から進路について具体的に考える機会となった。
〇夏季休業中の合同説明会は、複数校の特色を比較でき、進路指導上有意義であった。
〇授業内容、施設、部活動の様子を実際に確認でき、生徒・保護者が入学後の学校生活をイメージしやすかった。

２　入試・選抜対応
〇個別相談や面接で丁寧な説明があり、生徒・保護者の不安が軽減された。
〇生徒一人一人の状況に応じた柔軟な対応がなされ、安心して受験に臨むことができた。
〇体調不良等による欠席や追試験に配慮した対応が行われた学校があった。

３　部活動
〇部活動体験や見学を通して、学校の雰囲気や指導方針を具体的に理解することができた。
〇部活動を重視する生徒にとって、進路選択の重要な判断材料となった。

４　出願・手続き
〇出願手続きが比較的分かりやすく、全体としてスムーズに行うことができた。
〇出願や受験に関する問い合わせに対し、迅速かつ丁寧な対応がなされた。

５　受検当日・配慮対応
〇外国籍生徒、配慮を必要とする生徒、体調不良の生徒に対し、個別の配慮がなされていた。
〇試験や面接時の対応が丁寧で、生徒が落ち着いて受験することができた。


Ⅱ　課題と思われる点、改善をお願いしたい点
１　学校説明会・情報提供
〇説明会や個別相談の予約が定員に達し、参加できない生徒が生じた事例があった。
〇教職員向け説明会や入試情報について、より早期の実施をお願いしたい。

２　成績・調査書・提出時期
〇成績確定前に調査書や評定の提出を求められるケースがあり、県内中学校の実態への配慮をお願いしたい。
〇県公立用調査書様式を引き続き使用できるようにしてほしい。

３　部活動（体験・勧誘）
〇平日の授業時間中に部活動練習会等へ参加する事例があり、中学校教育活動への配慮をお願いしたい。
〇高校から生徒・保護者への直接連絡ではなく、中学校を通した連絡体制を徹底してほしい。

４　合否・選抜の透明性
〇合否の目安や加点方法について、説明会ごとに異なる説明があり混乱した事例があった。
〇推薦入試の基準や扱いについて、より明確に示してほしい。

５　日程・学校生活への配慮
〇公立入試や中学校卒業行事と重なる時期の説明会・採寸等について配慮をお願いしたい。
〇入試関係日程は前年度内など早期に公表してほしい。

６　その他
〇合否結果については、中学校にも確実に通知していただきたい。
〇延納制度（延納金）の有無や条件を分かりやすく示してほしい。
